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府中の森芸術劇場
この原画展の展示デザイン、設営等は、武蔵野美術大学芸術文化学科と府中の森芸術劇場の連携企画として、学生に制作を依頼したものです。
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会場 | 2 階 平成の間

1935 年生まれ。箏曲家 ( 京極流二代目宗家 )・ハープ奏者としても知られる彫刻家・洋画家、雨田光平の次男として生まれる。
父の影響で幼少より絵画と音楽に親しみ、「絵描きになりたかったら、表現の幅を広げるために音楽も学ぶように」と育てられる。
チェロを鈴木聡に学び、桐朋学園に入学。卒業後は日本フィルハーモニー交響楽団に入団、ソロ・チェリストも務め、室内楽を
ルイ・グレーラーに師事。退団後は、国内主要オーケストラの客演ソロ・チェリストや、ソロ・室内楽奏者として活動するかた
わら、画業に本腰を入れる。
楽器を弾くネコのモチーフで描かれる作品は、ベルリン・フィルや日本フィルのオリジナル・カレンダーをはじめ、多くの
絵本やカレンダー、文具などの題材になり、国内外の著名演奏家や音楽愛好家、ネコ好きなどに熱烈なファンを獲得。海外では
パリやベルリンで 1 か月にわたり個展が開かれ、大成功を収めた。
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